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また , 屋久島にはヨツボシハナコブヒメゾウムシ
Dendrobaris insularis (Morimoto et Miyakawa) も産し , 
この種は体長 , 斑紋の個体変異が大きく , ヨツボシ
ヒメゾウムシと紛らわしいが , 前腿節の基部がくび
れることにより区別される . 参考までに本種のデ－
タ－と写真（図 2, 4）を添えておく .

1ex., 鹿児島県屋久島栗生 , 12. Ⅴ . 2003, 向山敬延
採集 .

貴重な標本を提供してくださった向山敬延氏 , ご
教示頂き報文を校閲していただいた吉原一美博士
にお礼を申し上げる .
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【短報】沖縄島におけるミカンカメノコハムシの最
近の記録

ミカンカメノコハムシ Cassida obtusata Boheman
（ 別 名 タ イ ナ ン ジ ン ガ サ ハ ム シ； 木 元・ 滝 沢，
1994；木元，1995）は，体長 4 mm 程度のハムシ
で，台湾，中国南部，インドシナ，ミャンマー，
インド，フィリピンに分布する（東，1992；木元・
滝沢，1994）．日本では 1987 年に沖縄島の石川市

（現，うるま市）のウンシュウミカン Citrus unshiu 
Marcov. で初めて発生が確認された．本種は，台湾
など南方からの外来種とされている（東，1992；
小濱・嵩原，2002）．幼虫はイヌビユ Amaranthus 
lividus Loisel. などヒユ科植物の葉を食し，成虫が

後食としてミカンの葉裏を摂食する（東，1992）．
発見当時はミカンの害虫として注目され，分布や
生態，生活史について調査された（東，1992）．し
かし，重要な害虫ではなかったため，その後の本
種の生息状況についての情報はなく，最近，大貝

（2016）が沖縄県の南大東島から記録しているくら
いである．筆者は 2016 年と 2017 年に沖縄島で本
種を採集しているので，最近の沖縄島における記
録として報告する．

5exs. 10. IV. 2016, 沖縄県本部町山里；2exs. 14. IV. 
2017, 沖縄県宜野湾市佐真下．いずれも筆者採集で
ある．これらの標本は琉球大学博物館（風樹館）
に収蔵されている．

採集された成虫は，ノゲイトウ Celosia argentea 
L.（ヒユ科）で見つかった（図 1）．今回の観察で
幼虫は見られなかったので，ノゲイトウの葉の食
痕（図 2），葉表を円形に齧りとる，あるいは穴を
あける，は成虫によるものと判断された．成虫も
幼虫と同様にノゲイトウなどヒユ科の葉を摂食す
るようである．

末文ながら，ノゲイトウを同定いただいた比嘉
正一氏にお礼申し上げる．
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図1．ノゲイトウ葉上のミカンカメノコハムシ（2016年4月
10日本部町）．

図2．ノゲイトウにみられた本種による食痕（2016年4月10
日本部町）．


